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    平成２７年度からの 

    ＥＳ（イングリッシュ・サーフィン）の発展的解消について（お知らせ） 

 

 薫風の候、保護者のみなさまには、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 また日ごろは、本校発展のため格別のご理解とご協力を賜り、心より感謝いたしており

ます。 

 さて、平成２３年度より小学校５・６年生において年間３５時間の「外国語活動」が必

修化されています。具体的には、音声を中心に英語に親しむなかで、言語や文化について

体験的な理解を深めるとともに、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育て

ることを目的としております。さらに、今後は小学校５・６年生に対して英語を教科とし

て実施し、３・４年生では現在の｢外国語活動｣を行うことも検討されはじめています。 

 本校では今まで、毎朝の英会話学習ＥＳ（イングリッシュ・サーフィン）を用いて、さ

まざまな英語の音声に親しませ、日常的な英会話力を身に付ける取り組みを行ってまいり

ました。しかし、前述ような小学校の｢外国語活動｣が充実するなか、本校のＥＳの果たし

てきた役割が失われつつあります。 

 そこで、平成２６年度中に設置されるＣＡＬＬシステム（語学学習支援システム）が本

格的に稼働する平成２７年度を契機として、クラス担任が指導していたＥＳを発展的に解

消し、英語教員が体系的な指導を行う授業形態に再構築することとしました。具体的には、

毎日１５分間行っていたＥＳを週２時間の新しい外国語の授業などに置き換えることとし

ます。このため、来年度からは週３３時間授業となります。また、ＥＳの解消にともない

１時間目の開始時間を２０分程度繰り上げることとします。 

 

 平成２７年度の教育課程については現在検討中であり、決まり次第、保護者のみなさま

には生徒を通じてお知らせしたいと考えておりますので、ご了承ください。 

 今後とも、生徒たちが充実した学校生活が送ることができますよう、教職員一同、一丸

となって取り組んでまいりますので、引き続きご支援ご協力をお願いいたします。 

 

〈変更にともなうメリット〉 

  ・クラス担任に代わり英語教員が指導することで、ＥＳに比べ、より専門的で実践的 

  な英語の授業を行うことができ、「英語力の向上」を図ることができる。 

・授業時間が増加することで、｢高校課程の先取り学習｣もより効果的に行える。 

・始業時間を早めることで給食時間も早まり、適切な時間に昼食を食べることがで 

きる。 


